
平戸市公共施設等総合管理計画策定までの流れ

１．背景

・築30年を超える公共施設が過半数を占めており、今後一斉に建替え、改修時期を迎える

・人口減少等による市税収入の減少、普通交付税の減少

・市町村合併後の施設全体の最適化を図る必要性

平成26年３月　平戸市公共施設白書作成

平成27年３月　平戸市公共施設適正化基本方針策定

平成28年３月　固定資産台帳整備予定

平成29年３月　平戸市公共施設等総合管理計画策定予定

２．業務委託

・契約期間　平成27年６月11日～平成29年３月24日

・委託業者　アジア航測株式会社長崎営業所

３．平戸市公共施設等総合管理計画策定スケジュール

①平成27年度（公共施設の情報整理）

・公共施設台帳の整理（固定資産台帳整理）

・公共施設の現地調査

・公共施設の利用状況等調査

・調査結果の分析、課題の整理

・市民アンケートの実施

②平成28年度（計画策定）

・公共施設等の現況及び将来の見通し

・公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針

・施設類型ごとの管理に関する基本的な方針

・パブリックコメントの実施

平成26年４月 総務省より公共施設等総合管理計画の策定要請

資料１



平戸市公共施設等総合管理計画策定業務　進捗表　　　　　　　　　　 資料２

10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30 10 20 30

（1）　施設状況の整理

　職員説明会の開催

　資産ヒアリング

　資料収集

　公共施設等の整理

　インフラ資産の整理

（2）　施設現況調査

　公共施設等の突合検査

　公共施設等（土地、建物）不一致リストの作成

　インフラ資産データの各種調査と分類整理

　インフラ資産データの不明リスト作成

　公共施設等の現地調査

　現況調査の整理

　資産評価基準書の作成

　固定資産台帳の開始簿価算定

（3）　現況調査のとりまとめ

　公有地の主題図および位置図作成

　公共施設等データベースの作成

（4）　施設カルテの作成

　施設カルテの作成

（5）　市民アンケートの実施

　市民アンケートの実施 市民アンケート結果の報告

（6）　公共施設等総合管理計画の策定

　公共施設等の現況及び将来の見通し

　公共施設等の管理方針、削減目標値の検討 現状や課題に関する認識の共有

　統合や廃止の推進方針 実施方針の検討

　公共施設等総合管理計画素案作成 管理計画【素案】完成

　パブリックコメントの実施

　管理計画最終調整

完了工程 予定工程 委員会での報告内容等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年月
項目 12月 1月 2月

平成28年度
12月 1月 2月 3月6月 7月 8月 9月 10月 11月 4月 3月

平成27年度
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
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「公共施設等に関する市民アンケート」へのご協力のお願い 

 

このアンケートは、今後の公共施設のあり方について市民の皆様からご意見をいただき、公

共施設の将来の方向性を導くための基礎資料として活用するためのものです。 

つきましては、ご多用の折恐縮ですが、本アンケートの趣旨をご理解いただき、ご回答くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

平成２8年1月  平戸市長  黒 田 成 彦 

 

 

１ 調査対象 

本アンケートは、平戸市にお住まいの18歳以上の方から2,500人を無作為に抽出して実

施しています。 

２ 記入にあたってのお願い 

（１）封筒宛名のご本人がお答えください。ご本人の記入が難しい場合は、ご家族などの代

筆で回答をお願いします。 

（２）回答は、該当する番号を○で囲んだり、具体的に記述するなど、設問ごとに指定する

方法でご記入ください。 

（３）回答欄の「その他」を選んだときは、（ ）内に簡単にその内容をご記入ください。 

（４）氏名・住所の記入は必要ありません。 

３ アンケートの取扱いについて 

本アンケートは今後の検討の基礎資料として使用し、別の目的には使用いたしません。ま

た、無記名ですので個人が特定されることはありません。 

４ 問い合わせ先 

平戸市 総務部 行革推進課 （担当：村田、長嶋） 

電  話 0950-22-4111（ 内線 2353 ）  ＦＡＸ ０950－22－5178 

５ アンケートの回収について 

ご記入いただいたアンケートは、同封の返信用封筒（切手及び差出人記名とも不要です。）

に入れて、平成２8年２月●日（●）までにご投函ください。 

本アンケートは市役所が回収した後、本市が委託契約しているアジア航測株式会社により

集計・分析が行われます。  

資料３ 
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●あなた自身について、公共施設等の利用状況について教えてください。 

問１．以下の表に分類された公共施設について、「①利用頻度」から１つ選んで、あなたの年間の

利用回数に最も近い番号に○をしてください。 

「①利用頻度」で「年に数回程度」または｢利用しない｣を選択した場合は、その理由を

「②利用していない理由」から選び（３つ以内）、番号に○をしてください。 

 

利用頻度・ 

利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設の類型 

① 利用頻度  

 

 

 

「①利用頻度」で

「３」または「４」

に○をした場合

は、その理由を

「②利用してい

ない理由」から各

施設３つ以内を

選んで番号に○

をしてください。 

② 利用していない理由（各施設３つまで） 

週
に
１
回
以
上 

月
に
１
回
以
上 

年
に
数
回
程
度 

利
用
し
な
い 

利
用
す
る
必
要
（
機
会
）
が
な
い 

施
設
の
存
在
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
知
ら
な
い 

交
通
ア
ク
セ
ス
（
手
段
）
が
不
便
で
あ
る 

利
用
時
間
帯
が
合
わ
な
い 

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
利
用
料
金
に
不
満
が
あ
る 

市
外
の
公
共
施
設
を
利
用
し
て
い
る 

同
種
の
民
間
施
設
を
利
用
し
て
い
る 

１）公民館・図書館 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

２）ホール型施設 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３）コミュニティ（集会）
施設 

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

４）公園施設 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

５）スポーツ施設 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

６）レクリエーション（休
養・娯楽）施設 

１ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

７）福祉・保健施設 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８）子ども向け施設 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

９）産業振興施設 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

10）文化・観光施設 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

11）交通施設 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

12）行政施設 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

13）その他の施設 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

※公共施設の類型に該当する主な公共施設は、次ページの表を参照してください。 

【回答用紙】公共施設等に関する市民アンケート 
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主な公共施設 

１）公民館・図書館 

未来創造館、ふれあいセンター、多目的研修センター、生

月町中央公民館、田平町民センター、大島村離島開発総合

センター 

２）ホール型（広間型）施設 
平戸文化センター、生月町開発総合センター、田平活性化

施設 

３）コミュニティ（集会）施設 

中野ふれあい会館、獅子ふれあい会館、志々伎ふれあい会

館、生月町御崎コミュニティセンター、田平町南地区交流

センター、大島地区活性化センターなど 

４）公園施設 
亀岡公園、崎方公園、京崎公園、福良漁港運動公園、クル

スの丘公園、田平町城山公園、大島村城山公園など 

５）スポーツ施設 

ライフカントリー、シーライフひらど、中部市民運動場、

南部市民屋内運動場、生月町Ｂ＆Ｇ海洋センター、田平町

体育館、的山グラウンドなど 

６）レクリエーション（休養・娯

楽）施設 

半元海水浴場、紙漉の里ふれあい施設、根師子海水浴場、

御崎野営場、中瀬草原、大賀キャンプ場など 

７）福祉・保健施設 

ふれ愛センター度島、シルバーワークプラザ、生月高齢者

生活福祉センター、大島高齢者生活福祉センター、度島診

療所、福祉保健センター、大島診療所など 

８）子ども向け施設 

小中学校の教室・体育館・グラウンド（学校行事以外の利

用に限る）、度島町へき地保育所、根獅子町へき地保育所、

早福町へき地保育所、山田保育所、大島村保育所、療育支

援センター、学童保育所、児童館など 

９）産業振興施設 
農林水産物集出荷貯蔵施設、生月大橋公園道の駅、平戸瀬

戸市場、ビートル館、大島村農畜産物加工施設など 

10）文化・観光施設 

平戸城、平戸オランダ商館、鄭成功記念館、切支丹資料館、

島の館、田平昆虫自然園、里田原歴史民族資料館、あづち

大島いさりびの里など 

11）交通施設 

平戸市観光交通ターミナル、度島漁港フェリー待合所、春

日地区便益施設、前津吉インフォメーション、水産振興施

設（バスターミナル）、田平ターミナルビル、大島インフ

ォメーションなど 

12）行政施設 市役所本庁、支所、出張所 

13）その他の施設 公衆便所、斎場 
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●公共施設について、あなた自身の考えを教えてください。 

問２．あなたが今後も平戸市で暮らし続けることを考えた場合、公共施設は、どのような機能を優

先的に維持または充実していくべきだと思われますか。 

あなたの考えに最も近い番号（３つ以内）を選んで○をしてください。 

 

１ 会議の場やコミュニティ（集会）活動等の交流の場に利用できる機能（集会機能） 

２ 生涯学習講座等の教育・文化を学べる機能（社会教育文化機能） 

３ チームや個人でスポーツができる機能（スポーツ機能） 

４ 
余暇を利用して行う遊びや楽しみを提供する機能（レクリエーション（休養・娯楽）
機能） 

５ 漁業・農業などの地域産業の振興（物産や加工など）を支援する機能（産業支援機能） 

６ 健康で文化的な生活を営むに足りる住宅を提供する機能（住宅機能） 

７ 平戸の魅力を発信し集客を支援する機能（観光機能） 

８ 交通の利便性向上を支援する機能（交通機能） 

９ その他（                                  ） 

 

問３．将来的に平戸市の公共施設を見直すこととなった場合、どのような施設を優先的に見直すべ

きだと思われますか。 

あなたの考えに最も近い番号（３つ以内）を選んで○をしてください。 

 

１ 維持管理費の高い施設 

２ 建物・設備が古く老朽化した施設 

３ 利用者が少ない施設 

４ 一部の個人・団体のみが利用している施設 

５ 市民のニーズ（要望・需要）に合っていない施設 

６ 同じ機能をもった民間施設で代用できる施設 

７ 国や県、近隣自治体の施設と機能が重複している施設 

８ 
利用しにくい（交通の便が悪い、バリアフリー（階段や段差など障壁となるものを取
り除いた）施設 

９ その他（                                  ） 
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平戸市ではこれまで、多様化する市民ニーズ（要望・需要）に応えるため数多くの公共施設

を整備してきました。その結果、平戸市は約４００もの公共施設を保有していますが、老朽化

が顕著で建替えや大規模改修が急務となっている施設も少なくありません。また、平成２８年

度からの普通交付税の減少や人口減少に伴い、厳しい財政状況が予想されます。 

このため、計画的に財源を確保し、他の施策への影響を考慮しながら公共施設の適正な管理

運営を進める必要があります。 

 

 

■人口減少と少子高齢化 

平戸市の2015年（平成27年）10月1日 現在の

人口は、33,319 人ですが、2040年（平成52年）

には 18,959 人（現在の 56.9 %）になると予測

されます。高齢化率は現在 36.1 %ですが、47.1 %

になり、今後は市民に必要な公共施設の質と量が変化

していくことが考えられます。 

 

 

 

■公共施設の老朽化と維持管理 

 平戸市の公共施設は延べ床面積で 50 %以上が築 30 年以上を経過しており、41 %が旧耐震

基準の建物となっています。将来には建替え、大規模改修に合わせて耐震化工事の必要な施設が増

加するため、将来の維持管理費用が増大すると予測されます。 

 現在の公共施設の更新費用は、年間 13 億円で市民一人当たり 3.8 万円/年ですが、公共施設

を現状のまま更新していくと、30 年後は 2.9 倍の 11.0 万円/年になります。 

 市民一人当たりの負担額を現状の 3.8 万円/年で維持した場合、公共施設の面積は、30 年後

には現状のおよそ３分の１の面積に減らす必要があります。 

  

次の「公共施設の現状と課題」をお読みになってから 
次ページからの問いにお答えください。 

現状 30年後

公共施設を維持した場合の

市民一人当たり負担額

3.8 万円/年

11.0 万円/年

現状 30年後

現状の市民一人当たりの

負担額で保有できる

公共施設の面積

25.1 万㎡
8.7 万㎡
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問４．全国的に公共施設の老朽化対策が問題となっています。平戸市の公共施設についても老朽化

が進んでおり、今後、修繕や建替えに多くの財政負担を伴うことが予想されます。 

このような公共施設の問題について、あなたの認識に最も近い番号１つに○をしてください。 

 

１ よく知っていた。 

２ 少しは知っていた。 

３ ほとんど知らなかった。 

４ まったく知らなかった。 

※平戸市公共施設の現状と課題の詳細については、昨年４月、５月号の広報でお知らせしています。 

    

問５．平戸市では今後、少子高齢化が進展し、人口と税収の減少が見込まれる中、すべての施設を

維持することが困難になってきます。 

平戸市の取組みの方針について、あなたの考えに最も近い番号１つに○をしてください。 

 

１ 
現在の市民負担のまま維持できる範囲の公共施設の量に減らしていく。 

※利用頻度の低い施設、採算性の悪い施設から減らしていく。 

２ 

公共施設の必要性を見直し、人口や税収に見合う範囲の公共施設の量に再編していく。 

※少子老齢化となる将来像、交通の便（特に離島部）等を踏まえたうえで、公共施設

を減らしたり、まとめたりしていく。 

３ 
現状の公共施設は全て必要なので、市民の負担が増えても現状維持を優先する。 

※建替え・補修等をしながら、今ある施設を維持していく。 

４ その他（                                  ） 

 

問６．平戸市の公共施設を適切に管理運営していくためには、維持管理にかかる費用の見直しや新

たな財源の確保が必要です。 

そのための取組み方針（ア）と（イ）について、それぞれあなたの考えに最も近い番号（３

つ以内）を選んで○をしてください。 

 

（ア）公共施設そのものに対する取組み方針（３つ以内） 

１ 
耐用年数が到来した施設であっても、すぐに建替えをせずに修繕しながら長持ちさせ

て可能な限り長く使う。 

２ 老朽化した施設は積極的に更新（建替え）していく。 

３ 統廃合※1、複合化※2による機能集約を推進し、施設を再編する。 

４ 規模の大きな施設を小さくし、維持管理費を削減する。 

５ 利用されていない施設や土地の一部を売却・賃貸して新たな財源を確保する。 

６ その他（                                  ） 
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（イ）公共施設のサービス・運営に対する取組み方針（３つ以内） 

１ 施設の利用料金を引き上げる。または、利用料金等を徴収する施設を増やす。 

２ 施設におけるサービスの水準を引き下げる（開館日数の削減、開館時間の短縮等）。 

３ 施設の更新（建替え）や管理運営に民間のノウハウや資金を活用する。 

４ 地域活動の拠点となる施設の管理運営を地域の住民等に任せる。 

５ 施設を増やさずに、類似した民間施設の利用に対して市が助成を行う。 

６ その他（                                  ） 

 

※１ 統廃合とは？ 

利用度が低い施設などは、有効な利活用が図られるよう統廃合を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2 複合化とは？ 

別の機能を持った複数の施設を集約することで行政サービスの向上、維持管理費用の削減

を検討します。現在の施設の空きスペースを有効活用する場合や、老朽化した施設の建替え

に合わせ複合化を検討します。 

 

 

 

 

 

  

施設Ａ 施設Ｂ 施設Ｂ 

統 合 廃 止 

他の用途への転換、貸付、売却によ

る有効利用を検討します。 

施設Ａ 

 

 

 施設Ｃ 

施設Ａ 

施設Ｂ 

Ｃ機能 

Ｂ機能 

施設Ａ 

 

 

 

施設Ａ 

 

 

 施設Ｃ 

施設Ｂ 

Ｂ機能 Ｃ機能 

Ａ機能 

 

 

 施設Ａの空きスペースに施設Ｂと

施設Ｃの機能を移転し複合化 

施設Ａの建替えにあわせ、施設Ａ・

施設Ｂ・施設Ｃの機能を複合化 

複合化 
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問７．平戸市の公共施設のうち、今後施設の統廃合、複合化、機能の集約を行っても良いと考える

施設があれば、具体的な施設名とその理由をご記入ください。 

 

公共施設の名称 理  由 

  

  

  

 

問８．平戸市の公共施設のうち、今後も維持すべきであると考える施設があれば、具体的な施設名

とその理由をご記入ください。 

 

公共施設の名称 理  由 

  

  

  

 

問９．今後、市民の皆様と意識を共有し、適正な公共施設のあり方を決定していくことが重要と考

えていますが、どのような方法で情報共有または将来のあり方を検討していくのが良いと思

いますか。 

あなたの考えに最も近いものを選んで番号に○をつけてください（複数回答可）。  

 

１ 公民館などでの住民説明会の開催 

２ 「広報ひらど」への掲載や回覧版による冊子等の配布 

３ 市役所ホームページへの掲載 

４ シンポジウム（討論会）やセミナー（講習会）の開催 

５ パブリックコメント（意見の公募）の実施 

６ その他（                                 ） 
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問１０．平戸市の公共施設等に対して期待することや要望、老朽化対策や維持更新コスト（費用）

の削減のために必要と考えられる方策などについて、あなたの率直なご意見やアイディア

（提案）がありましたら、以下にご自由に記述ください。 
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●さいごに、回答者であるあなたご自身について教えてください。 

設問ごとに当てはまる番号１つに○をしてください。 

問１１．あなたの性別を教えてください。 

１  男性      ２  女性 

問１2．あなたの年齢（平成２８年１月1日現在）を教えてください。 

１  ２９歳以下        ２  ３０～３９歳 

３  ４０～４９歳       ４  ５０～５９歳 

５  ６０～６４歳       ６  ６５～６９歳 

７  ７０歳以上 

問１３．あなたの世帯構成を教えてください。 

１  一人暮らし        ２  夫婦のみ 

３  親と子（２世代）     ４  親と子と孫（３世代） 

５  その他（                                                 ） 

問１４．ご家族の中に、次の方（あなた自身も含め）がいらっしゃるか教えてください（複数回答可）。 

１  小学校入学前の児童（未就学児）   ２  小学生・中学生 

３  ６５歳以上の方 

問１5．あなたが現在お住まいの地区を教えてください（次ページの地図を参考にしてください）。 

１  北部   ２  中部   ３  南部  

４  度島   ５  生月   ６  田平   ７  大島 

問１６．あなたは平戸市にお住まいの年数を教えてください。 

１  ５年未満         ２  ５年以上１０年未満 

３  １０年以上２０年未満   ４  ２０年以上 

問１７．あなたが日常で徒歩以外でよく利用する交通手段を２つまで教えてください。 

１  自家用車（自分が運転）  ２  自家用車（家族などが運転） 

３  鉄道           ４  バス（コミュニティバス） 

５  タクシー         ６  原付バイク・バイク 

７  自転車          ８  シニアカー（電動カート） 

９  その他（                                                 ） 

 

アンケートは以上で終了となります。 

【この回答用紙を返信用封筒に入れ、郵便ポストに投函してください。】 

※返信用切手は不要です。 

お忙しい中、ご協力ありがとうございました。 


